
CEA
（癌胎児性抗

原）

消化管の悪性腫瘍を中心に、もっとも汎用的に用いられる血中腫瘍マーカー。
大腸癌をはじめとする消化器癌、膵癌、肺癌などのさまざまな臓器由来の癌に
幅広く出現するため、その診断補助および術後・治療後の経過観察の指標として有用。

高値を示す病態：大腸癌、肺癌、転移性肝癌、胆道癌、胃癌、食道癌、乳癌、子宮癌、
慢性肝炎、肝硬変、閉塞性黄疸、胆石症、消化管潰瘍（高齢者や喫煙者では若干高値を
とる傾向がみられる）

CA19-9

膵癌、胆道癌をはじめとする各種消化器癌で上昇する血中腫瘍マーカー。
各種消化器癌患者血中に高頻度かつ高濃度に検出され、優れた腫瘍マーカーとして、
その臨床的評価が確立している。

高値を示す病態：膵癌、肝細胞癌、胆道癌、肝内胆管癌、大腸癌、慢性膵炎、
慢性肝炎、肝硬変、胆石症、消化管潰瘍

シフラ

肺の扁平上皮癌および腺癌の診断、経過観察に有用な血中腫瘍マーカー。
癌患者においては、細胞内プロテアーゼの作用に基づくサイトケラチンの分解亢進
により可溶性フラグメント（シフラ）の血清中濃度が増加する。

高値を示す病態：肺扁平上皮癌、肺腺癌、卵巣癌、
子宮頸部扁平上皮癌、子宮内膜癌、再発乳癌など

腫瘍マーカー：
男性

2,200円（税込）
PSA

前立腺癌患者で著明に増加し、また病勢をよく反映して変動する。
前立腺癌のスクリーニング、診断、予後判定および経過観察の指標となる。

高値を示す病態：前立腺癌、前立腺肥大症、急性前立腺炎

腫瘍マーカー：
女性

2,200円（税込）
ＣＡ125

主に卵巣癌、特に漿液性卵巣癌の検出、
また子宮内膜症と子宮筋腫の鑑別にも用いられる。

高値を示す病態：卵巣癌、子宮体部癌、肝細胞癌、胆道癌、膵癌、子宮内膜症、
腹膜炎、胸膜炎。
性周期の影響を受け、月経中と妊婦（とくに初期）は高値となる。

「大腸癌」がご心配な方などにお勧めします。

大阪健康倶楽部　小谷診療所

腫瘍マーカー：
3種

5,500円（税込）

オプション健康診断

ご希望により腫瘍マーカー検査を実施いたします。

検査内容・料金につきましては下記の通りです。（税込）

便潜血検査（２回法）
1,700円（税込）
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